
白
井
水
軍
の
動
向

「
安
芸
白
井
家
文
書
」
を
中
心
に

播

磨

定

男

は
じ
め
に

 
江
戸
時
代
の
中
期
、
萩
藩
主
毛
利
吉
元
は
塵
隠
の
永
田
政
純
に
下
命
し
て
、
藩
内
の
家
々
に
伝
わ
る
古
文
書
や
家
譜
類
を
提
出
さ
せ
、

五
年
余
の
歳
月
を
か
け
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
に
完
成
し
た
の
が
『
閥
閲
録
」
で
あ
る
。
原
本
は
全
百
七
十
巻
、
二
百
四
冊
か
ら
な
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
 

が
、
刊
本
は
『
閥
閲
録
』
の
遺
漏
分
も
加
え
て
全
五
冊
と
し
、
書
名
も
『
萩
藩
閥
閲
録
」
に
改
め
、
昭
和
四
十
二
年
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

所
収
さ
れ
た
諸
家
の
数
は
千
百
二
十
四
家
に
も
及
び
、
し
た
が
っ
て
収
録
さ
れ
た
古
文
書
の
数
は
彪
大
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
中
国
地
方
の

歴
史
研
究
に
不
可
欠
の
史
料
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
贅
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

 
と
こ
ろ
で
、
『
萩
藩
閥
閲
録
」
第
三
巻
に
は
「
白
井
家
文
書
」
と
同
家
の
「
家
譜
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
白
井
友
之
進
胤
延

が
前
述
の
藩
命
に
よ
っ
て
提
出
し
た
も
の
で
、
「
家
譜
」
の
方
は
千
葉
上
総
介
忠
常
に
繋
が
る
白
井
氏
代
々
の
人
名
が
、
ま
た
、
古
文
書

の
方
は
全
部
で
十
九
通
所
収
さ
れ
、
そ
の
各
々
は
武
田
、
大
内
、
毛
利
の
各
氏
と
配
下
の
警
固
衆
と
の
関
係
を
知
ら
し
め
る
根
本
史
料
と

し
て
、
す
で
に
各
方
面
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

 
右
の
『
萩
藩
閥
閲
録
』
所
収
の
「
白
井
家
文
書
」
に
対
し
て
、
愛
知
県
西
尾
市
の
岩
瀬
文
庫
に
は
「
安
芸
白
井
家
文
書
」
の
原
本
が
収
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蔵
さ
れ
て
い
る
。
（
昭
和
三
十
八
年
、
県
文
化
財
指
定
）
こ
の
方
も
ま
た
萩
藩
士
白
井
氏
の
旧
蔵
文
書
三
巻
の
う
ち
の
一
巻
相
当
分
で
、

明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
か
ら
天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）
ま
で
の
計
十
八
通
で
構
成
さ
れ
、
武
田
元
信
・
同
元
光
や
大
内
義
興
・
同
義

隆
が
白
井
光
胤
・
理
会
胤
・
同
房
胤
に
宛
て
た
所
領
の
安
堵
状
や
軍
逢
状
、
感
状
な
ど
を
主
な
内
容
と
し
て
い
る
。

 
こ
れ
ら
原
本
の
十
八
通
を
前
述
の
刊
本
と
対
比
す
る
と
、
六
通
が
重
複
し
、
他
の
十
二
通
は
未
所
収
の
も
の
で
あ
る
。
『
閥
閲
録
』
の

編
者
永
田
政
純
は
収
録
に
際
し
、
最
初
は
各
人
に
所
蔵
文
書
の
写
本
を
提
出
さ
せ
、
次
に
原
本
を
持
参
さ
せ
て
校
合
を
し
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
文
書
の
真
偽
判
定
も
行
わ
れ
た
が
、
本
書
編
纂
の
目
的
が
毛
利
元
就
の
伝
記
作
成
に
あ
っ
た
た
め
、
他
家
や
他
藩
に
関
す
る
文
書

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

は
特
別
な
も
の
以
外
は
収
録
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
『
閥
閲
録
』
編
纂
時
の
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
右
の
十
二
通
の
未
所

収
分
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
武
田
氏
や
大
内
氏
か
ら
白
井
氏
に
宛
て
た
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
か
ら
、
編
纂
時
に
排
除
さ
れ
た
と
し
て
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 

不
思
議
で
は
な
い
。

 
し
か
し
、
こ
れ
は
飽
く
迄
も
毛
利
氏
の
立
場
か
ら
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
史
料
が
有
す
る
本
来
の
価
値
と
は
別
問
題
で

あ
る
。
直
裁
に
言
え
ば
排
除
さ
れ
た
十
二
通
に
こ
そ
、
戦
国
大
名
の
下
で
警
固
衆
を
務
め
る
白
井
氏
の
姿
が
鮮
明
に
画
き
出
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
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安
芸
の
分
郡
守
護
武
田
元
信
は
、
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
に
白
井
縫
殿
助
光
胤
に
対
し
、
一
跡
安
堵
状
を
与
え
て
い
る
。
（
明
応
四

年
拾
月
十
七
日
付
、
第
一
号
文
書
）
「
安
芸
国
仁
保
嶋
海
上
諸
公
事
」
と
「
同
飯
山
後
浦
悉
く
大
河
迄
」
及
び
「
府
中
散
在
分
古
市
村
等
」

の
領
有
権
を
認
め
た
内
容
で
あ
る
が
、
大
切
な
こ
と
は
、
こ
れ
が
「
任
代
々
御
比
量
旨
、
父
加
賀
守
親
善
譲
白
井
縫
殿
助
光
胤
、
知
行
不

可
有
相
違
」
云
々
と
あ
る
よ
う
に
、
す
で
に
光
胤
以
前
か
ら
白
井
氏
が
仁
保
嶋
以
下
を
知
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。



1998年6月 播磨定男 白井水軍の動向

 
白
井
氏
の
「
家
譜
」
に
よ
る
と
、
同
氏
は
千
葉
上
総
介
忠
常
の
後
商
で
、
忠
常
よ
り
十
五
代
後
の
義
胤
代
に
上
野
国
白
井
山
田
庄
を
領

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
た
た
め
に
、
地
名
を
冠
し
て
白
井
を
称
し
た
と
い
わ
れ
る
。
義
胤
の
男
胤
時
代
に
西
国
に
下
向
し
、
安
芸
国
沼
田
・
沙
田
（
広
島
県
三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原
市
・
豊
田
郡
）
・
周
防
国
熊
毛
郡
（
山
口
県
熊
毛
郡
）
を
領
有
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
武
田
氏

や
毛
利
氏
な
ど
と
同
じ
く
、
西
遷
御
家
人
と
し
て
現
地
赴
任
し
た
白
井
氏
が
、
い
つ
、
如
何
な
る
事
情
で
武
田
氏
の
配
下
に
入
っ
た
か
も

未
詳
の
ま
ま
で
あ
る
。
た
だ
、
右
の
文
書
に
よ
っ
て
光
胤
の
父
親
胤
の
代
に
は
安
芸
質
量
保
島
（
広
島
市
南
区
）
辺
を
本
拠
と
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
そ
の
領
有
権
を
安
芸
国
七
郡
の
う
ち
安
南
・
佐
東
・
山
県
の
三
郡
を
支
配
す
る
分
郡
守
護
の
武
田
氏
が
安
堵
し
て
い
る
な

ど
の
事
実
が
判
明
す
る
。

 
右
の
所
領
安
堵
状
に
続
け
て
、
武
田
氏
か
ら
白
井
氏
宛
の
書
状
が
三
通
収
め
ら
れ
て
い
る
。
最
初
の
九
月
廿
一
日
付
（
第
二
号
文
書
）

は
武
田
元
信
の
感
状
で
、
白
井
縫
殿
助
と
配
下
の
仁
保
嶋
合
戦
で
の
戦
功
を
賞
し
て
い
る
。
こ
れ
に
続
く
七
月
廿
日
付
（
第
三
号
文
書
）

は
、
武
田
元
信
の
次
男
元
光
の
武
田
家
相
続
に
関
す
る
も
の
で
、
新
当
主
の
元
光
が
白
井
越
中
守
（
光
胤
）
の
忠
節
を
賞
し
た
の
が
九
月

廿
日
付
（
第
四
号
文
書
）
で
あ
る
。
右
の
三
通
は
い
ず
れ
も
年
次
を
欠
い
て
い
る
が
、
安
芸
の
分
郡
守
護
武
田
氏
の
配
下
に
あ
る
白
井
氏

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
 

の
動
き
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
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武
田
元
信
書
状
（
第
二
号
文
書
）

一
婆
残
響 でr・

箏'》
イ；・1

塚

撫
終
回
罫
線
ん

  

@
塗

蔭
．

t

x
）

・…

D
…
一
ば
．

t'

去
五
月
十
二
日
於
仁
保
嶋

合
戦
被
官
桑
原
次
郎
左
衛
門
尉

捕
羽
仁
弥
五
郎
頸
之
由

忠
節
之
至
候
其
外
被
三
者

数
多
粉
骨
之
由
神
妙
候

弥
被
抽
戦
功
者
可
為
肝
要

恐
々
謹
言

 
九
月
廿
一
日
 
 
元
信
 
判

 
 
白
井
三
殿
助
殿

四
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口
大
内
氏
へ
の
服
属

1998年6月 播磨定男：白井水軍の動向

 
安
芸
国
分
郡
守
護
の
地
位
に
あ
っ
た
武
田
元
信
・
元
光
の
権
勢
も
、
永
正
年
間
（
一
五
〇
四
～
二
一
）
を
境
に
次
第
に
騎
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
、
安
芸
在
国
の
武
田
元
綱
の
謬
言
繁
が
元
信
・
元
光
の
惣
領
家
に
反
し
て

自
立
し
、
以
後
こ
の
系
統
の
光
和
・
信
実
が
安
芸
国
守
護
と
し
て
分
郡
支
配
を
継
承
し
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。

 
し
か
し
、
同
十
四
年
十
月
に
票
田
が
有
田
合
戦
で
毛
利
元
就
に
敗
れ
て
戦
死
し
、
田
草
の
男
光
和
は
頽
勢
挽
回
を
は
か
り
山
陰
の
雄
尼

子
氏
と
結
ん
で
大
内
氏
と
対
抗
す
る
が
、
勢
い
を
盛
り
返
す
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
に
病
死
し
て
い
る
。

 
主
家
武
田
氏
の
内
紛
と
劣
勢
の
中
で
、
白
井
氏
は
大
永
年
間
（
一
五
二
一
～
二
七
）
に
入
る
と
大
内
氏
に
帰
属
し
て
お
り
、
こ
れ
に
関

係
し
た
史
料
が
『
安
芸
白
井
家
文
書
』
の
中
に
四
通
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
『
萩
藩
閥
閲
録
』
に
も
所
収
さ
れ
、
す
で

に
周
知
と
な
っ
て
い
る
が
、
叙
述
の
都
合
上
敢
え
て
言
及
す
る
と
、
．
先
ず
大
内
義
興
の
袖
判
を
有
す
る
大
永
七
年
四
月
廿
四
日
付
（
第
七

号
文
書
）
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
白
井
光
胤
の
男
膳
胤
に
対
し
、
大
内
義
興
が
「
周
防
国
熊
毛
郡
小
周
防
参
百
石
地
」
と
「
安
芸
国
佐

東
郡
北
庄
参
百
貫
地
」
・
「
同
郡
牛
田
七
拾
五
貫
地
」
等
を
宛
行
う
も
の
で
、
卜
師
が
大
内
氏
に
服
属
す
る
こ
と
へ
の
見
返
り
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
義
興
は
白
井
彦
七
郎
な
る
人
物
に
対
し
て
も
、
右
と
同
日
付
で
「
安
芸
国
佐
東
郡
山
本
参
百
貫

地
」
と
「
同
郡
箱
嶋
実
名
参
貫
足
」
の
地
を
宛
行
う
旨
の
文
書
を
発
給
し
て
い
る
。
（
第
八
号
文
書
）
右
の
両
文
書
に
見
え
る
安
芸
国
佐

東
郡
は
武
田
氏
の
旧
支
配
地
で
あ
る
。
こ
れ
を
大
内
氏
が
領
有
し
、
武
田
氏
の
警
固
衆
で
あ
っ
た
白
井
氏
を
配
下
と
し
て
現
地
に
赴
か
せ

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
十
二
月
、
義
興
が
没
し
男
の
義
隆
が
大
内
氏
を
嗣
ぐ
と
、
義
隆
は
同
二
年
九
月
三
日
付
（
第
五
号
文
書
）
で
、

白
井
光
胤
に
対
し
「
周
防
国
玖
珂
郡
楊
井
庄
内
武
拾
石
地
」
と
「
豊
前
国
築
城
郡
広
末
名
拾
武
石
地
」
を
も
与
え
て
い
る
。
大
内
氏
が
こ

一238一
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ノ＼

れ
ほ
ど
ま
で
に
白
井
氏
を
優
遇
す
る
の
は
、
白
井
氏
の
水
軍
力
を
味
方
に
し
て
瀬
戸
内
の
制
海
権
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

 
こ
の
後
の
白
井
氏
の
動
き
を
見
る
と
、
十
二
年
後
の
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
に
は
、
去
年
の
男
房
胤
が
佐
東
川
口
で
河
内
海
賊
衆
の

画
一
艘
と
敵
九
人
を
討
ち
捕
る
な
ど
の
働
き
を
し
て
い
る
。
（
天
文
九
年
二
月
廿
八
日
付
・
第
十
号
文
書
）
河
内
衆
は
太
田
川
の
河
口
一

帯
を
根
拠
に
し
て
い
た
海
賊
で
、
後
に
毛
利
氏
配
下
の
水
軍
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
十
年
に
は
大
内
氏
の
伊
予
灘
へ
の
侵
攻
が
あ

り
、
配
下
の
白
井
氏
は
忽
那
諸
島
の
ひ
と
つ
中
島
に
あ
る
警
固
衆
の
小
原
中
務
丞
と
共
に
、
同
年
六
月
十
八
日
か
ら
七
月
二
十
六
日
に
か

け
て
大
三
島
の
甘
崎
、
岡
村
、
能
島
、
印
之
嶋
（
因
島
）
等
を
攻
撃
し
て
い
る
。
そ
の
時
敵
方
の
河
野
水
軍
と
激
戦
が
展
開
さ
れ
、
配
下

の
桑
原
七
郎
、
児
玉
三
郎
次
郎
以
下
の
数
人
が
矢
疵
を
負
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
（
天
文
十
年
七
月
廿
八
日
付
・
二
十
年
八
月
十
二
日
付
、

第
十
二
・
十
三
号
文
書
）

 
翌
天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）
に
入
る
と
、
大
内
義
隆
は
山
陰
の
尼
子
氏
討
伐
に
乗
り
出
し
、
そ
の
遠
征
が
同
年
正
月
か
ら
実
行
さ
れ

る
と
、
戦
場
は
出
雲
へ
と
移
動
す
る
。
大
内
氏
の
警
固
衆
白
井
氏
も
ま
た
出
雲
へ
出
陣
し
、
同
国
大
根
嶋
（
島
根
県
八
束
町
）
に
お
い
て

敵
勢
の
頸
四
と
五
人
を
虜
と
し
て
分
捕
っ
た
り
し
て
い
る
。
（
天
文
十
一
年
九
月
十
三
日
目
同
十
一
年
十
月
二
日
付
、
第
十
四
・
十
五
号

文
書
）

 
大
内
氏
の
出
雲
遠
征
は
、
出
雲
及
び
備
後
国
人
衆
の
尼
子
方
へ
の
寝
返
り
に
よ
っ
て
失
敗
に
終
り
、
戦
線
は
再
び
瀬
戸
内
海
へ
と
移
動

す
る
。
警
固
衆
白
井
氏
の
役
割
も
次
第
に
重
要
性
を
増
し
て
お
り
、
大
内
義
隆
は
同
十
二
年
六
月
に
な
る
と
、
白
井
膳
胤
の
男
房
胤
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
周
防
国
玖
珂
郡
新
庄
南
武
拾
石
地
」
を
給
し
、
さ
ら
に
、
同
日
付
で
「
大
府
宣
」
を
発
給
し
、
「
豊
前
国
築
城
郡
旭
蟹
名
拾
個
月
」
を
宛

行
う
こ
と
を
約
し
て
い
る
。
（
天
文
十
二
年
六
月
六
日
付
、
第
十
六
号
文
書
）
こ
れ
ら
の
処
遇
に
対
し
白
井
氏
も
ま
た
忠
節
を
励
み
、
同

十
六
年
五
月
に
は
大
内
氏
の
奉
行
衆
冷
泉
隆
豊
の
下
で
、
伊
予
国
の
中
途
島
に
出
陣
し
戦
功
を
あ
げ
る
な
ど
の
活
躍
を
し
て
い
る
。
（
天

文
十
六
年
五
月
十
三
日
付
、
第
十
七
号
文
書
）
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脇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
亀
．
副

縮
∵
擁
，
滋
謹
 

∴
参
書
癖
鍵

誉
む
寒
地
総
一

利
敵
夜
イ
暴
」
・

 
 
．
禽
仔
適
材
選
一

・
垂
厄
箋
・

・
膠
婁
＼
碧
。
，
一
巡

  

F
い
琴
駿
切
、
黙

・
劉
互
壁
画

慮
穿
、
．
墨
暫
へ
．
嚇

大
内
義
隆
書
状
（
第
十
号
文
書
）

 
 
 
 
 
垂
懲
慧
欝

謹
藁
・
曳
∵
ー
ド
．
・
．
，
，
、

（
包
紙
）
「
白
井
縫
殿
助
殿
義
隆
」

去
十
四
廿
二
両
日
至
佐
東

川
口
相
自
賠
舩
一
増
置
執

剰
敵
九
人
房
胤
被
官

等
討
捕
由
椙
杜
善
兵
衛
尉

宇
野
修
理
亮
注
進
到
来

感
悦
至
也
侃
太
刀
一
腰

遣
候
弥
可
励
戦
功
病
状

如
件

 
天
文
九
年
二
月
廿
八
日
 
 
判

 
 
 
 
 
白
井
縫
三
助
殿

（
義
隆
）

七
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八

第49号

日
陶
 
隆
房
の
注
進

 
と
こ
ろ
で
、
前
掲
の
大
内
義
隆
が
白
井
越
中
守
光
胤
に
宛
て
た
享
禄
二
年
九
月
三
日
付
下
文

（
第
六
号
文
書
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
第
五
号
文
書
）
に
続
け
て
、
次
の
文
書

徳山大学論叢

防
州
玖
珂
郡
楊
井
庄
之

内
武
拾
石
地
縞
矯
歓
頒
少
輔
事

任
今
日
博
禄
；
御
下
文
之
旨

云
下
地
云
當
土
貢
封
白
井

越
中
三
代
可
被
打
渡
所
也

価
状
如
件

 
享
禄
二
年
九
月
三
日
 
尾
張
守

 
 
 
 
 
野
上
道
祖
童
殿

判

一235一

 
内
容
は
大
内
義
興
の
下
文
を
受
け
て
こ
れ
を
実
際
に
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
発
給
者
の
尾
張
守
は
花
押
か
ら
陶
興
房
で
あ
り
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
 

興
房
は
大
内
義
興
及
び
次
の
義
隆
代
に
周
防
守
護
代
を
務
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
宛
名
の
野
上
道
祖
童
は
下
文
に
あ
る
白
井
氏
で
は
な
い

か
ら
、
右
の
文
書
は
陶
氏
が
配
下
の
野
上
氏
に
上
命
を
伝
達
し
た
遵
行
状
と
見
倣
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
周
防
国
楊
井
庄
二
十
石
の
白
井
光

胤
へ
の
打
渡
に
つ
い
て
は
守
護
大
内
義
興
の
下
文
が
原
拠
を
な
し
て
い
る
が
、
こ
れ
の
実
際
の
施
行
に
は
守
護
代
の
陶
氏
や
さ
ら
に
そ
の



1998年6月 播磨定男：白井水軍の動向

配
下
の
野
上
氏
が
深
く
関
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
野
上
道
祖
童
は
房
忠
の
幼
名
で
、
成
人
後
は
平
兵
衛
尉
、
隠
岐
守
を
称
し
て
い
る
。
陶
氏
の
下
で
周
防
小
守
護
代
を
務
め
て
い
る
が
、

右
の
文
書
は
房
忠
が
未
だ
幼
名
の
道
祖
童
を
称
し
て
い
た
時
分
に
、
す
で
に
興
房
の
下
で
周
防
小
守
護
代
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
そ
れ
は
野
上
氏
が
早
く
か
ら
周
防
国
都
濃
郡
の
野
上
庄
（
徳
山
市
）
を
領
し
、
野
上
隠
岐
守
景
忠
、
野
上
平
太
郎
、
野
上
右

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
 

馬
櫛
な
ど
の
人
物
が
い
ず
れ
も
周
防
守
護
代
陶
氏
の
下
で
小
守
護
代
を
務
め
て
い
る
か
ら
で
、
道
夕
虹
も
ま
た
先
祖
の
例
に
倣
っ
て
早
く

か
ら
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
ま
た
、
陶
氏
は
右
の
下
文
の
施
行
だ
け
で
な
く
、
大
内
義
隆
が
白
井
氏
に
宛
て
た
感
状
に
も
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
、
次
の
文
書
（
第

十
一
号
文
書
）
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

去
月
十
三
日
於
芸
州
佐

東
郡
金
山
伴
陣
武
田

家
人
諒
伐
之
時
郎
従
鈴
川

左
馬
允
頸
一
討
捕
鑓
疵
左
手

桑
原
与
七
郎
頸
一
討
捕
之

豊
嶋
弥
三
郎
矢
疵
左
脇
桑
原

式
部
丞
討
死
之
由
隆
房

注
進
之
尤
神
妙
弥
可
抽
戦
功
之

状
如
件

九
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第49号徳山大学論叢

天
文
十
年
六
月
十
二
日

 
 
 
白
井
縫
殿
助
殿

判
（
義
隆
）

一
〇

 
内
容
は
天
文
十
年
五
月
十
三
日
の
安
芸
国
佐
東
郡
銀
（
金
）
山
麓
の
伴
陣
に
関
す
る
も
の
で
、
こ
の
戦
い
に
参
陣
し
た
白
井
房
胤
の
家

臣
が
敵
方
で
あ
る
武
田
氏
の
残
党
を
討
ち
捕
っ
た
際
、
鑓
疵
・
矢
疵
を
負
っ
た
り
討
死
し
た
こ
と
を
陶
隆
房
が
注
進
し
、
そ
の
戦
功
を
賞

し
て
大
内
義
隆
が
白
井
氏
宛
に
感
状
を
発
給
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
既
述
の
如
く
、
白
井
氏
は
安
芸
国
佐
東
郡
内
の
北
庄
に
三
百
貫
と
牛
田
に
七
拾
五
貫
の
土
地
を
大
内
氏
か
ら
新
藷
給
与
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
右
の
伴
で
の
戦
闘
は
白
井
氏
側
か
ら
す
れ
ば
自
己
の
所
領
を
守
る
た
め
の
戦
い
で
あ
る
が
、
一
方
の
武
田
桜
雲
か
ら
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セ
 

と
裏
切
り
者
へ
の
報
復
戦
で
あ
り
、
激
戦
の
末
伴
城
は
陥
落
し
、
武
田
氏
残
党
も
討
死
し
て
い
る
。

 
壮
瞥
の
戦
況
に
つ
い
て
は
他
書
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
陶
氏
が
白
井
氏
へ
の
新
恩
給
与
の
宛
行
だ
け
で
な
く
、

白
井
氏
の
黒
黒
注
進
に
も
関
与
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
文
書
の
発
給
人
は
勿
論
大
内
義
隆
で
あ
っ
て
も
、
武
田
氏
旧
臣
の
白
井
氏
を
大

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
方
に
服
属
さ
せ
、
そ
の
後
の
被
官
関
係
を
実
質
的
に
維
持
し
て
い
る
の
は
他
な
ら
ぬ
陶
氏
な
の
で
あ
る
。
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陶
 
興
房
書
状
（
第
六
号
文
書
）

 
．
｝
」
ぎ
重
雪
島
・
．
1
．
．
ξ
一
，

 
 
 
ら

“

' 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
．

毒
定
糞
馴

～
！
●
●
 
．
順
蟹
．
一

 
二
尋
蕊
齢

迄
．
畷
、
、

、
黙
認
、
馨
」

●
幕
霧
垂
三
等
も

馬
歯
潮
あ
長
葦
．

■
争
急
ヘ
マ
農
重
．
一

£
彦
コ
、

質r繋止

、・
ｯ・運

   v

       差

   '

潅
懸
て
講
 
 

大
内
義
隆
書
状
（
第
十
一
号
文
書
）
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一
二

第49号徳山大学論叢

囲
白
井
氏
の
命
運

 
大
内
氏
に
服
属
し
て
以
後
の
白
井
氏
が
、
瀬
戸
内
海
諸
島
で
伊
予
河
野
水
軍
と
交
戦
し
、
ま
た
、
大
内
氏
の
出
雲
遠
征
に
も
参
加
し
て

い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
実
は
大
内
氏
の
新
参
家
臣
と
な
っ
た
白
井
氏
の
活
躍
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
度
に
拡

大
す
る
所
領
の
存
在
は
白
井
氏
の
発
展
を
物
語
っ
て
い
る
。

 
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
大
内
氏
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
白
井
氏
の
命
運
を
左
右
す
る
こ
と
は
必
定
で
、
こ
の
僅
か
拾
数
年
後
に
訪
れ
る

陶
隆
房
の
反
逆
、
さ
ら
に
は
陶
氏
と
毛
利
氏
の
決
戦
な
ど
に
、
白
井
氏
も
ま
た
必
然
の
如
く
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 

 
『
萩
藩
閥
閲
録
』
第
三
巻
に
は
、
大
内
義
長
の
袖
判
の
あ
る
白
井
氏
宛
文
書
が
二
通
収
め
ら
れ
て
い
る
。
最
初
の
天
文
廿
武
年
二
月
十

三
日
付
は
白
井
縫
殿
韻
書
早
言
の
も
の
で
、
こ
れ
に
は
「
當
知
行
事
、
二
野
天
文
七
年
十
二
月
廿
二
日
龍
福
寺
殿
自
判
之
旨
、
白
井
縫

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

殿
助
命
胤
可
全
領
知
巌
壁
如
件
」
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
天
文
七
年
十
二
月
廿
二
日
付
の
大
内
義
隆
安
堵
状
の
通
り
に
白
井
賢
胤

の
知
行
を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
義
隆
安
堵
状
は
『
萩
藩
閥
閲
録
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
安
芸
白
井
家
文
書
』

に
原
本
が
所
収
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
白
井
縫
殿
助
膳
胤
の
所
領
を
男
の
孫
四
郎
房
胤
が
相
続
す
る
こ
と
を
認
め
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
（
第
九
号
文
書
）

一 231 一

（
付
箋
）
「
大
宰
大
武
大
内
義
隆
公
」

 
 
判
（
大
内
義
隆
）

 
親
父
縫
殿
助
膳
胤
所
帯

 
事
任
与
奪
之
旨
白
井



弥
四
郎
房
胤
相
続
領
掌

不
可
有
相
違
之
状
如
件

 
 
天
文
七
年
十
二
月
廿
二
日

1998年6月 播磨定男：白井水軍の動向

 
前
掲
の
大
内
義
長
安
堵
状
は
、
勿
論
大
内
氏
を
嗣
い
だ
義
長
が
新
領
主
と
し
て
家
臣
に
発
給
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
文
書
の
存
在
に
よ

っ
て
、
白
井
氏
は
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
の
陶
隆
房
の
反
逆
以
後
も
山
口
に
止
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 

具
体
的
に
記
し
て
い
る
の
が
白
井
家
『
譜
録
』
に
収
め
ら
れ
た
数
々
の
文
書
で
、
白
井
賢
胤
は
天
文
二
十
三
年
に
、
長
州
阿
武
郡
加
年

（
阿
東
町
）
や
石
州
津
和
野
で
の
合
戦
に
出
陣
し
戦
功
を
あ
げ
て
い
る
。

 
ま
た
、
他
の
一
通
は
弘
治
武
年
十
月
廿
三
日
付
の
知
行
宛
行
状
で
、
大
内
義
長
が
白
井
越
中
守
賢
胤
に
対
し
、
安
芸
国
阿
南
郡
府
中
内

武
百
七
拾
武
貫
文
と
同
二
天
賀
尾
長
と
中
山
に
百
五
拾
貫
文
の
土
地
を
与
え
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
書
は
厳
島
合

戦
の
翌
年
の
も
の
で
、
こ
の
時
す
で
に
大
内
義
長
に
は
安
芸
国
内
の
旧
領
を
回
復
す
る
だ
け
の
力
は
存
し
な
い
か
ら
、
そ
れ
は
空
手
形
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
と
も
あ
れ
、
右
の
両
文
書
の
存
在
、
選
曲
と
石
州
吉
見
氏
と
の
合
戦
に
お
け
る
出
陣
な
ど
の
諸
事
実
か
ら
し
て
、
白
井
氏
は
大
永
七
年

半一

ﾜ
二
七
）
に
大
内
氏
に
服
属
し
て
以
来
一
貫
し
て
主
君
に
忠
節
を
尽
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
前
述
の
如
く
、
大
内
氏
家

中
で
も
周
防
守
護
代
を
世
襲
す
る
陶
氏
と
の
所
縁
に
依
っ
て
い
る
。
そ
の
陶
氏
が
厳
島
合
戦
を
契
機
に
滅
亡
す
る
に
及
ん
で
、
白
井
氏
に

も
大
き
な
転
機
が
訪
れ
る
の
で
あ
る
。
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第49号徳山大学論叢

大
内
義
隆
書
状
（
第
九
号
文
書
）
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お
わ
り
に

1998年6月 播磨定男：白井水軍の動向

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 

 
『
萩
藩
閥
再
録
』
所
収
の
白
井
家
「
家
譜
」
に
よ
る
と
、
白
井
越
中
守
事
忌
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
注
記
を
し
て
い
る
。

 
 
賢
胤
儀
属
隆
景
公
、
御
當
家
江
茂
御
奉
公
仕
候

 
こ
れ
に
よ
る
と
、
白
井
賢
胤
は
陶
氏
滅
亡
後
、
小
早
川
隆
景
に
召
抱
え
ら
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
大
内
氏
に
代
わ
っ
て
瀬
戸
内
の
制
海

権
を
掌
握
し
た
毛
利
氏
に
と
っ
て
、
白
井
氏
の
よ
う
な
警
固
衆
は
以
前
に
も
増
し
て
必
要
な
存
在
で
あ
り
、
毛
利
氏
の
水
軍
を
握
る
小
早

川
氏
が
誘
い
を
か
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
毛
利
氏
の
水
軍
組
織
に
編
入
さ
れ
て
か
ら
の
白
井
氏
は
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
の
秀
吉
に
よ
る
島
津
氏
征
伐
に
出
陣
し
、
賢
胤

の
男
当
麻
が
同
年
四
月
十
七
日
に
日
向
国
書
城
で
討
死
し
て
い
る
。
ま
た
、
晴
胤
の
男
景
胤
は
朝
鮮
の
役
に
出
征
し
文
禄
三
年
二
月
十
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
に
戦
死
す
る
な
ど
、
毛
利
氏
へ
の
忠
節
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
先
祖
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
こ
と
だ
ろ
ヶ
か
、
驚
喜
の
男
元

胤
は
毛
利
輝
元
に
仕
え
、
萩
藩
の
大
組
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
中
期
に
白
井
家
に
伝
わ
る
古
文
書
や
家
譜
を
ま
と
め
萩
野
に
提

出
し
た
白
井
友
之
進
胤
延
は
、
こ
の
元
胤
の
曽
孫
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
平
成
十
年
三
月
三
十
日
稿
）
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一
六

第49号徳山大学論叢

註（
1
）
『
国
史
大
辞
典
』
第
十
一
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
年
）
、
四
九
四
頁
。

（
2
）
他
の
二
巻
は
お
茶
ノ
水
図
書
館
成
葺
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
未
整
理
の
た
め
閲
覧
は
で
き
な
い
が
、
白
井
越
中
守
賢
胤
関
係
の
文
書
三

 
十
三
点
を
収
め
る
旨
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
（
『
国
書
総
目
録
」
第
四
巻
）
。

（
3
）
註
（
1
）
に
同
じ
。

（
4
）
山
口
県
文
書
館
所
蔵
の
白
井
友
之
進
胤
延
家
『
譜
録
』
に
は
、
白
井
家
の
「
略
系
」
井
「
伝
書
」
「
御
証
文
写
」
が
収
め
ら
れ
、
こ
の
中
に

 
未
所
収
の
十
二
通
を
含
め
た
数
拾
通
の
文
書
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
白
井
友
之
進
が
当
初
藩
に
提
出
し
た
文
書
類
の
う
ち
、
『
閥
閲

 
録
』
に
収
載
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
写
本
で
あ
ろ
う
。
白
井
友
之
進
が
提
出
し
た
白
井
家
文
書
の
う
ち
十
九
通
は
『
閥
閲
録
』
に
収
録
さ
れ
た

 
が
、
残
り
の
も
の
は
藩
史
局
に
記
録
と
し
て
留
め
ら
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
5
）
群
馬
県
北
群
馬
郡
子
持
村
白
井
吹
屋
に
白
井
城
跡
が
現
存
す
る
。
た
だ
し
、
山
口
県
文
書
館
所
蔵
の
白
井
家
『
曇
霞
』
中
の
「
伝
書
」
に
は
、

 
義
胤
の
項
に
「
任
下
総
国
白
井
肩
焼
名
為
称
号
」
と
あ
り
、
入
部
地
は
一
定
し
て
い
な
い
。
尚
、
白
井
氏
歴
代
当
主
の
代
数
は
『
譜
録
』
中
の

 
「
略
系
」
に
よ
る
。
以
下
も
同
様
。

（
6
）
前
掲
『
萩
藩
閥
閲
録
』
第
三
巻
、
六
九
頁
。

（
7
）
白
井
氏
が
在
城
す
る
仁
保
城
や
府
中
の
要
害
は
、
銀
山
城
を
本
拠
と
す
る
武
田
氏
の
防
禦
線
上
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
の
進
退
は
軍
事
的
に

 
も
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
宇
田
川
武
久
著
『
瀬
戸
内
水
軍
』
（
教
育
社
、
一
九
八
一
年
）
、
四
八
頁
。

（
8
）
前
掲
『
萩
藩
閥
閲
録
』
第
三
巻
、
六
八
頁
。

（
9
）
田
村
哲
夫
「
守
護
大
名
大
内
家
奉
行
衆
」
（
『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
五
号
）
。

（
1
0
）
近
藤
清
石
著
『
大
内
氏
実
録
』
（
マ
ツ
ノ
書
店
、
昭
和
四
十
九
年
）
、
三
一
九
頁
。

（
1
1
）
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
正
月
廿
二
日
付
の
須
々
八
幡
宮
文
書
な
ど
。
『
徳
山
市
史
』
上
巻
（
昭
和
五
十
九
年
）
、
二
四
一
頁
。

（
1
2
）
『
陰
徳
太
平
記
』
上
巻
（
芸
備
風
土
研
究
会
、
昭
和
四
十
八
年
）
、
二
〇
二
頁
。

（
1
3
）
白
井
家
『
譜
録
』
に
は
、
再
興
房
が
白
井
孫
四
郎
に
宛
て
た
次
の
文
書
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
「
加
冠

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
房
胤

 
 
 
 
大
永
八
年
六
月
廿
四
日
 
 
興
房
 
判

 
 
 
 
 
 
白
井
孫
四
郎
殿
 
 
 
 
 
 
 
」
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こ
れ
は
陶
黒
房
の
加
冠
状
と
称
す
る
も
の
で
、
白
井
孫
四
郎
の
元
服
に
際
し
、
言
寿
は
自
分
の
実
名
の
一
字
を
与
え
て
い
る
。

 
郎
も
元
服
後
賢
胤
と
称
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
陶
管
賢
の
下
字
を
賜
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
1
4
）
前
掲
『
萩
藩
閥
閲
録
』
第
三
巻
、
六
九
頁
。

（
1
5
）
同
右
書
、
七
〇
頁
。

（
1
6
）
註
（
4
）
参
照
。

（
1
7
）
前
掲
『
萩
藩
閥
閲
録
』
第
三
巻
、
七
〇
頁
。

（
1
8
）
同
右
。

房
胤
の
男
助
四

1998年6月 播磨定男：白井水軍の動向

〈
付
記
〉

 
岩
瀬
文
庫
の
創
設
者
の
岩
瀬
弥
助
氏
は
、
愛
知
県
西
尾
で
肥
料
商
な
ど
を
業
と
し
た
西
三
河
地
方
の
富
豪
で
あ
る
。
世
間
か
ら
は
奇

傑
、
不
可
解
な
人
物
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
独
力
で
古
書
を
収
集
し
、
そ
の
蔵
書
数
は
十
万
冊
に
も
及
ぶ
。
古
写
本
・
古
版
本
や
名
家
の

稿
本
、
薬
草
・
植
物
関
係
の
稀
本
も
多
く
、
当
初
は
こ
れ
ら
を
週
一
回
篤
志
家
に
公
開
し
た
が
、
昭
和
三
十
年
四
月
に
西
尾
市
に
寄
贈

さ
れ
、
岩
瀬
文
庫
と
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

 
こ
の
度
、
貴
重
な
史
料
の
提
供
を
頂
い
た
西
尾
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課
に
対
し
、
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
な
が
ら
欄
筆
と
し

た
い
。
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